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●市民提案型協働事業  

 事業名 パートナー 担当課 ページ 

① 

市立学校教職員へのリトミッ

クの周知普及と活用支援事

業 

あいあいリトミック 
教育研究所 

子ども教育相談センター 
Ｐ１ 

② 
多頭飼育崩壊等の不適切

飼育防止の取り組み事業 

WAN'S LIFE 湘南里親 

NPO 法人平塚のら猫を減らす会 
環境保全課 Ｐ３ 
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令和７年度 協働事業 中間ヒアリング調書 
       令和７年 ９月 １日 

 

事 業 名 市立学校教職員へのリトミックの周知普及と活用支援事業 
□行政提案型協働事業 

■市民提案型協働事業 

団 体 名 あいあいリトミック 担当課名 
子ども教育相談センター 

平塚市教育研究所 

 

事業の進捗状況 

■ 予定どおり  □ 遅れている   

【今年度の進捗状況（事業実績等）】 

・６月２６日に「第５回特別支援教育研修会」として、事業に係る研修会を実施した。

あいあいリトミックのスタッフを講師として招き、崇善小学校特別支援学級在籍児童を

対象としたリトミック体験及び市内小中学校教員を対象とした授業参観型の研修会を

行った。研修会に参加していない教員にもリトミックについて周知するため、研修会の

様子をまとめた動画を作成中。 

 

【予算執行状況  執行済額：２８，５００円／予算額：２８，５００円 】 

団体・担当課 団 体 担当課 

課題 

（困っていること） 

残りの活用支援事業を動画に組み込む。  

課題の改善策 
□アドバイスが欲しい □アドバイスが欲しい 

事業終了後の 

具体的な展開 

※下欄 

次年度以降の展開

（事業をどのように

活かしていくか等）

や、上記の選択項

目の補足をご記入

ください。 

□双方で実施（□提案型 □提案型以外） 

■団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ） 

□双方で実施（□提案型 □提案型以外） 

■団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ） 

行政からの問い合わせに対応していく。 

 

 

学校からのリトミックに関する問い合わ

せに対して団体を紹介するなど、学校と団

体がつながりやすくなるようにしていく。 

協働のポイント 

※出来ていると思う

ものに☑を入れてく

ださい。 

■目的の共有ができている 

■適切な役割分担になっている 

□十分な協議ができている 

■対等な立場で協働している 

□協働による相乗効果がある 

■目的の共有ができている 

■適切な役割分担になっている 

□十分な協議ができている 

■対等な立場で協働している 

□協働による相乗効果がある 

意見交換の内容・ 

その他気付いた点 

（双方合同で記入） 

（上記、各項目で相違点があった場合に話し合った内容や、お互いに意見交換したことなど） 

・学校でのリトミックの研修会が実施できてよかったが、研修会当日非常に暑かったので、実施時期につい

てもう少し検討する必要があった。 

・参加する先生にどのような視点で観察したらよいか等を事前に知らせておいた方がよかった。 

・「内容的に中学校での活用は難しいかもしれない」との意見があった。 

・研修会後に、「団体に学校へ来てほしい」という教員の声が聞かれた。学校に対する一定の周知普及はで

きたと考えている。 

・研修会の動画を公開する際の学校への通知文に、あいあいリトミックの活動について周知する内容を入れ

ることを検討する。 

・今後は協働ではなく団体の独自の活動とし、行政は学校と団体をつなぐという役割ができるのではないか。 

※現段階で可能な項目のみ記入してください。 
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団体 担当課

6 12
市役所７階
コミュニティラウンジ

市民提案型協働事業提案に係る事前打ち合わせ あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

7 4 市役所３０２会議室 協働事業新規提案説明会 あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

7 30 市役所７１６作業室 協働事業協働コーディネート あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

9 ？ 協働事業企画提案書の提出

10 3 市役所３０２会議室 協働事業審査会 あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

市役所３０２会議室 協働事業事業化説明会 あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

1 29 子ども教育相談センター 事業実施に係る打ち合わせ あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

4 17 子ども教育相談センター 協働事業契約締結 あいあいリトミック１名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

6 26 崇善小学校 協働事業に係る特別支援教育研修会 あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

8 7 市役所７２０会議室 協働事業協働コーディネート あいあいリトミック２名
教育研究所１名
子ども教育相談セン

日 場所 内容
出席者

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

※上記の他、事業に係る打ち合わせをメールにて複数回実施

（令和７年度実施）協働事業　意見交換・活動記録簿

事業名 市立学校教職員へのリトミックの周知普及と活用支援事業

年
度

月
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令和７年度 協働事業 中間ヒアリング調書 
       令和７年９月１日 

 

事 業 名 多頭飼育崩壊等の不適切飼育防止の取り組み 
□行政提案型協働事業 

☑市民提案型協働事業 

団 体 名 
WAN'S LIFE 湘南里親 

NPO 法人平塚のら猫を減らす会 
担当課名 環境保全課 

 

事業の進捗状況 

■ 予定どおり  □ 遅れている   

【今年度の進捗状況（事業実績等）】 

 啓発物品は、１０月からの配布開始に向け現在製作中であるが、既に原稿は確定し、

発注する段階である。 

 また、横の連携の強化のため、庁内福祉部各課との意見交換会を７月に開催し、その

際の提案を受け、出前講座による福祉制度の勉強会も９月に実施予定となっている。 

 有事の際の対応としては、一時保護や不妊去勢手術の実施に至った事例はないが、里

親探しの協力を行った事例が３件、不妊去勢手術実施直前まで調整した事例が１件あっ

た。うち２件は、関係機関の協力もあり、既に解決済みとなっている。 

【予算執行状況  執行済額：0円／予算額：870,20円 】 

団体・担当課 団 体 担当課 

課題 

（困っていること） 

・事業開始前に予想したとおり、殆どの場

合、有事の際の対応の対象となる飼い主に

福祉的アプローチが必要だが、福祉制度に

ついて、団体が知らない事が多い。 

・啓発物品が、より必要とされる人、場所

に届くように、参加を待っている勉強会で

はなく、積極的なアプローチが必要だと感

じる。 

・有事の際の対応について、受付票や基準

を整備しているが、案件により当事者の抱

えている事情がさまざまなため、１件ごと

に柔軟な対応が必要になる。 

・協働事業終了後の市の取り組みに向け

て、今から検討していく必要がある。 

 

 

課題の改善策 

 

 

・協働事業の取り組みに挙げている、福祉

との連携をきっかけに、福祉制度への理解

を深める勉強会や講座を開催する 

・庁内の既存の会議を活用するだけではな

く、民間の介護・福祉事業所の会議への参

加を申し込む等の方法を検討する。 

 

□アドバイスが欲しい 

・匹数の多い相談や福祉的要配慮者等、困

難な事例が発生する可能性も踏まえ、日頃

から協働団体や関係機関との連絡調整や

基準等の共有を行い、速やかに対応できる

体制を整えておく。 

・協働事業を実施している２年間で、持続

可能な仕組みづくりを検討していく。 

□アドバイスが欲しい 

事業終了後の 

具体的な展開 

※下欄 

次年度以降の展開

（事業をどのよう

に活かしていくか

等）や、上記の選

択項目の補足をご

記入ください。 

☑双方で実施（☑提案型 □提案型以外） 

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ） 

☑双方で実施（☑提案型 □提案型以外） 

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ） 

市民提案型協働事業として、2 年目の継続

実施を希望。 

 

 

市民提案型協働事業として、2 年目の継続

実施を希望。 
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協働のポイント 

※出来ていると思

うものに☑を入れ

てください。 

☑目的の共有ができている 

☑適切な役割分担になっている 

☑十分な協議ができている 

☑対等な立場で協働している 

☑協働による相乗効果がある 

☑目的の共有ができている 

☑適切な役割分担になっている 

☑十分な協議ができている 

☑対等な立場で協働している 

☑協働による相乗効果がある 

意見交換の内容・ 

その他気付いた

点 

（双方合同で記入） 

（上記、各項目で相違点があった場合に話し合った内容や、お互いに意見交換したことなど） 

 

※現段階で可能な項目のみ記入してください。 
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団体 担当課

7 4 9 市役所519会議室 定例会（啓発物品について、有事の際の受付票等について等）

桐田、岡本、臼井、木
下、櫻井
小泉、小山
河野

山口、三澤

7 6 11 市役所519会議室 定例会（啓発物品の素材について、福祉部との会議について等）

桐田、岡本、臼井、木
下、櫻井
小泉、小山
河野

山口、三澤

7 6 23 市役所410会議室 啓発物品の作成会議

桐田、臼井、木下、櫻
井、清田、
小泉、小山、麻生、椎
名、豊島

山口、三澤

7 7 9 青少年会館会合室Ａ 定例会（福祉部との意見交換会）
桐田、岡本、臼井、木
下、櫻井
小泉、小山

山口、三澤

7 7 16 市役所本館5階 啓発物品の製作委託者との打ち合わせ 三澤

7 8 13 市役所519会議室 定例会（啓発物品の原稿確認、10月以降の進め方について等）
桐田、岡本、木下、櫻井
小泉、小山

山口、三澤

7 9 10 市役所619会議室 定例会（成年後見制度出前講座、10月以降の進め方について等）
桐田、岡本、臼井、木
下、櫻井
小泉、小山

山口、三澤

（令和７年度実施）協働事業　意見交換・活動記録簿

事業名 多頭飼育崩壊等の不適切飼育防止の取り組み

年
度

月 日 場所 内容
出席者
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